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11月議会予定■議案への態度（主な会派）

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所

東
燃
の
建
設
計
画
の
説
明
で
は

東燃に説明を求める党議員団

10
月
20
日
に
閉
会
し
た
９
月
議
会
に
お

い
て
、日
本
共
産
党
市
議
団
は
、56
件
の
議

案
の
う
ち
、公
共
施
設
利
用
料
値
上
げ
議

案
や
26
年
度
決
算
認
定
な
ど
28
件
に
反
対

の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
26
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

①
消
費
税
増
税
の
負
担
増
が
市
民
の
暮

ら
し
や
中
小
業
者
の
営
業
を
直
撃

し
、
年
金
・
社
会
保
障
の
削
減
、
労

働
者
の
実
質
賃
金
の
減
少
な
ど
が
重

な
る
も
と
で
、
国
保
料
限
度
額
引
き

上
げ
、
利
用
料
等
へ
の
消
費
税
上
乗

せ
、
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
引
き
上
げ
、
な

ど
の
負
担
増
を
強
行
し
た
こ
と

②
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
を
全
園
廃
止

し
て
認
定
子
ど
も
園
移
行
を
強
行
し

た
こ
と

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
準
備
を
す
す
め

た
こ
と

④
静
岡
市
立
病
院
を
非
公
務
員
型
独
立
行

政
法
人
へ
の
移
行
準
備
を
強
行
し
た
こ
と

な
ど
を
理
由
に
反
対
し
ま
し
た
。

 

ス
ポ
ー
ツ
文
化
施
設
利
用
料
来
年
4

月
か
ら
の
大
幅
値
上
げ
を
ね
ら
う

 

次
に
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
の
利

用
料
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
に
利
用
料

を
収
入
さ
せ
る
制
度
に
移
行
さ
せ
る
と
と

も
に
、来
年
4
月
か
ら
別
表
の
よ
う
に
、多

く
の
施
設
で
大
幅
な
値
上
げ
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。市
は「
受
益
者
負
担
主
義
や
他

民
間
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
上
、値
上
げ
は

必
要
だ
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。し
か
し
公

共
施
設
は
、市
民
が
誰
で
も
安
く
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
べ
き
で
す
。

10
月
９
日
、東
燃
に
よ
る
２
度

目
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
計
画
の

説
明
が
共
産
党
市
議
団
に
あ
り

ま
し
た
。配
慮
書
手
続
き
は
終
わ

り
、
現
在
方
法
書
の
手
続
き
に

入
っ
て
い
る
。来
年
12
月
頃
、準
備

書
の
内
容
説
明
を
行
う
な
ど
の
報

告
で
し
た
。議
員
団
か
ら
、清
水

駅
か
ら
３
０
０
ｍ
し
か
離
れ
て
い

な
い
場
所
の
建
設
に
は
、住
民
か

ら
疑
問
や
不
安
の
声
が
大
き
い
。

説
明
は
丁
寧
に
行
う
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

市
政
報
告
会
開
く

連
続
国
保
料

引
き
下
げ
は

市
民
の
願
い

市政報告会（静岡庁舎）

国保料引き下げを求める署名活動

党
市
議
団
は
、市
政
の
現
状
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、市
民
・
団

体
か
ら
市
政
要
望
を
聞
く
た
め

９
月
、市
政
報
告
会
を
開
き
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、清
水
で
の
学

校
給
食
・
自
校
方
式
の
存
続
、児

童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
待
遇
改
善
、

被
爆
資
料
の
常
設
展
示
な
ど
多

く
の
意
見
が
各
分
野
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
。党
市
議
団
は
、出
さ
れ

た
要
望
等
に
つ
い
て
当
局
に
予
算

要
望
し
て
い
く
な
ど
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

9
月
19
日
強
行
採
決
さ
れ
た「
安
保

関
連
法
」は
、6
割
以
上
の
国
民
の
反
対

や
、憲
法
学
者
、弁
護
士
会
、内
閣
法
制

局
元
長
官
、最
高
裁
判
所
元
判
事
な
ど

「
憲
法
違
反
」の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。一

内
閣
の
勝
手
な
解
釈
改
憲
は
立
憲
主

義
、民
主
主
義
、平
和
主
義
を
根
底
か
ら

覆
す
違
憲
立
法
で
あ
り
断
固
抗
議
を
す

る
も
の
で
す
。日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

政
府
に
よ
る
違
憲
立
法
は
１
日
た
り
と

も
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
、と
述
べ
、

安
保
関
連
法
を
廃
止
す
る
よ
う
、政
府

へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

賛
成
は
緑
の
党
の
み
で
、否
決
さ
れ
ま

し
た
。

利用料値上げをねらわれる静岡音楽館

陸上専用は倍になる清水運動場

安
保
関
連
法
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出

9月議会で反対討
論─

                       
   日本共産党

利用料金制移行で限度額を上げた施設（抜粋）

施 設 名 現行料金 改定料金

西ヶ谷運動場    テニス　

清水運動場　

蒲原体育館  （アリーナ）

蛇塚スポーツグラウンド

体育館 1540円

陸上専用

静岡音楽館　

入場料
徴収無し

講堂

1540円

2160円

1150円

5400円

45270円

20120円

3080円

510円   
（1面1時間）

770円   
（夜1時間）

3600円   
（1時間）

37730円   
（平日午後）

16770円   
（午後）

600円城北運動場、日本平運動公園、
有度山総合公園なども同じ（ 　　　　　　　）

（サッカー）

９
月

会期：11月24日～
       12月15日（22日間）

11月24日
12月 2 日
12月 3 日
12月 4 日
12月 8 日
12月 9 日
12月15日

本会議・・・
総括質問・

委員会・・・

本会議・・・

来年４月から

引
き
下
げ
し
て
も
ま
だ
政
令
市
で
５

番
目
に
高
い
国
保
料
で
す
。「
介
護
保
険

料
も
高
い
し
、年
金
か
ら
天
引
き
な
の

で
抵
抗
で
き
ず
、も
っ
と
引
き
下
げ
て
欲

し
い
」「
消
費
税
が
上
が
っ
た
ら
暮
ら
し

て
い
か
れ
な
い
」な
ど
切
実
な
声
ば
か

り
で
す
。国
保
財
政
は
十
分
ゆ
と
り
が

あ
り
、今
年
度
に
続
き
、来
年
度
も
引

き
下
げ
は
で
き
ま
す
。

市議団は行政の先進地視察として、商店リフォーム助成事業を行っている群馬県高
崎市を訪ねました。商店が店舗改装や備品の購入に際し、工事費などの２分の１、１００
万円を限度に助成するものです。駅を降りて早速商店街を歩いてみました。まず昼食、
老舗のそば屋さんに入りました。味も保証済みということでたいへん混み合っていまし
た。この店もこの助成を受けているということでした。市役所での約束時間に間があっ
たので、喫茶店に行きました。壁のおしゃれが印象的です。店主に聞きましたら、助成事
業がとても役立ったと語っていました。
市には、事業開始以来要望が殺到、Ｈ２５年度は２回の補正で計４億４千万円、２６

年度は３億５千万円、今年度４億２千万円の実績があったとの説明を受けました。これま
での工事等の発注額は合計２７億円になり、地域経済活性化に大きな貢献をしたとのこ
とです。
高崎市では個人住宅リフォーム事業も行っており、毎年８～１０億円の工事が発注さ

れています。
同市の富岡市長は、

「地方自治体の役割は地
元の中小事業を支援する
こと」としんぶん「赤旗」
にも登場し語っていま
す。

地域活性化に多大な貢献
　  高崎市の商店リフォーム助成を視察

議　　案 日本共産党
    

自民党

    

新政会

    

静翔会

    
維新の会

    
（民主含む） （みんなの党含む）

Ｈ26年度一般会計決算認定

Ｈ26年度国民健康保険会計決算認定
（最高限度額値上げ）

文化・スポーツ施設の利用料金制導入に伴う
限度額引き上げの条例改正

静岡市立病院中期目標策定
（地方独立行政法人移行に伴い）

×
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×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

高崎市の商店リフォーム助成を視察

意
見
書
否
決

党
提
案
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学
童
保

育
は
、４
月

か
ら
の「
子

ど
も
子
育

て
支
援
新

制
度
」
に

よ
っ
て
、国

の「
設
置
基

準
」が
示
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、静

岡
市
の
支
援
員
は
、全
員
非
常
勤
採
用
で
す
。

①
支
援
員
の
処
遇
を
改
善
せ
よ
。②
旧
静
岡
、旧

清
水
で
は
運
営
方
法
が
違
う
、国
の
基
準
が
示
さ
れ

た
機
会
に
、統
一
し
た
ら
ど
う
か
と
質
問
。答
弁
は
、

学
童
保
育
の
運
営
は
、社
協（
旧
静
岡
）と
青
少
年
育

成
推
進
委
員
会（
旧
清
水
）に
委
託
し
て
い
る
、市
が

直
接
口
出
す
立
場
で
は
な
い
、し
か
し
、支
援
員
の
役

割
は
大
き
く
、処
遇
改
善
に
向
け
て
の
検
討
は
し
て

い
き
た
い
、と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
実
態
を
質
疑
で
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
「
国
保
財
政
は
充
分
ゆ
と
り
が
あ
り
、
可
能

な
限
り
国
保
料
引
き
下
げ
を
決
断
し
、
そ
の
姿
勢

を
示
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。
当
局
は
、
「
国

の
動
向
を
見
て
財
政
の
推
計
を
行
い
、
国
保
料
は

運
営
協
議
会
に
諮
る
」
と
逃
げ
の
答
弁
に
終
始
し

ま
し
た
。

ま
た
、Ｈ
30
年
に
国
保
運
営
が
都
道
府
県
単
位

化
に
伴
い
、県
の
管
理
・
統
制
が
強
ま
り
、収
納
率

を
上
げ
る
た
め
の
徴

収
強
化
、保
険
料
値
上

げ
に
つ
な
が
る
デ
メ

リ
ッ
ト
に
対
し
、市
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

当
局
は
、問
題
意
識
は

な
く
、国
・
県
い
い
な

り
の
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。続
け
て
国
保
料

引
き
下
げ
実
現
に
向

け
、全
力
挙
げ
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
計
画
、
静
岡
病

院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
の
利
用
料
大
幅
値
上
げ
問
題

に
つ
い
て
静
岡
市
の
考
え
方
を
質
し
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
大
幅
値
上
げ

問
題
に
つ
い
て
は
12
年
前
の
合
併
公
約

は
「
負
担
は
軽
い
方
に
、
行
政
水
準
は

高
い
方
に
合
わ
せ
て
い
く
」
と
い
う
事

で
し
た
。こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
今

回
の
値
上
げ
は
総
額
１
８
０
０
万
円

に
も
な
る
負
担
増
で
あ
る
。公
約
違

反
で
あ
り
田
辺
市
長
の
見
解
を
質
し

ま
し
た
。

市
長
は
答
弁
す
る
こ
と
を
避
け
、
担

当
局
長
に
答
弁
さ
せ
ま
し
た
。
使
用
料

の
改
定
に
当
た
っ
て
は
使
用
料
の
算
定

の
考
え
方
や
算
出
方
法
、
他
都
市
や
民

間
の
類
似
施
設
と
の
均
等
化
な
ど
を
明

示
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
に
努

め
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
事
務
事

業
一
元
化
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
と
開

き
直
っ
た
答
弁
を
し
ま
し
た
。
内
田
議

員
は
、
『
理
由
を
付
け
れ
ば
市
民
と
の

公
約
は
守
ら
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
か
。
行
政
に
は
継
続
性
が
求
め
ら
れ

る
。
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
を
掲
げ
る
本
市

の
施
策
と
も
反
す
る
』
と
市
の
姿
勢
を

厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

寺尾　昭議員

消
費
税
の
８
％
へ
の
増
税
に
伴

い
市
施
設
の
使
用
料
、
入
場
料
の

い
っ
せ
い
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
は
消
費
税
の
徴
収
義
務
者

に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
国
に
納
入

し
て
い
ま
せ
ん
。
値
上
げ
の
理
由

を
質
す
と
、
増
税
に
よ
り
市
の
支

出
も
増
え
る
た
め
と
の
答
え
で
し

た
。
国
か
ら
市
に
回
さ
れ
る
地
方

消
費
税
が
15
億
円
以
上
増
え
90
億
円

余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小
業
者
が

商
品
の
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
苦
労
し

て
い
る
こ
と
と
対
象
的
で
す
。

ま
た
市
職
員
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。
30
日
以
上
の

病
気
休
暇
・
休
職
者
は
１
５
０
人

前
後
で
減
っ
て
い
な
い
こ
と
、
こ

の
う
ち
約
半
数
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
わ
る
職
員
で
、
こ
こ
数
年

漸
増
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

当
局
は
時
間
外
勤
務
の
目
標
を

7.7
％
減
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
逆
に

前
年
よ
り
0.5
％
増
加
し
ま
し
た
。

人
事
当
局
は
長
時
間
・
過
密
労
働

と
い
う
現
状
が
病
気
の
原
因
で
あ

る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
実
態
を
改
善
し
な
い

限
り
長
期
休
暇
・
休
職
者
を
減
ら

せ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

竹
粉
を
使
い
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
減
量
す
る
と
り
く
み
、南
ア
ル

プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
を
台
無
し
に
す

る
恐
れ
が
あ
る
リ
ニ
ア
建
設
工
事

を
強
行
さ
せ
な
い
市
の
姿
勢
、特

別
支
援
教

育
の
充
実

に
必
要
な

予
算
と
教

員
・
支
援

員
増
員
な

ど
を
要
望

し
ま
し
た
。

消
防
の
決
算
審
査
で
は
、
静
岡

市
消
防
団
女
性
部
を
今
年
３
月
末

日
に
廃
止
し
た
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
15
年
以
上
活

動
（
救
命
講
習
・
防
火
予
防
の
広

報
活
動
・
小
学
校
へ
の
出
前
講
座

な
ど
）
を
続
け
て
来
た
女
性
部
を

な
ぜ
廃
止
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
内
容
と
評
価
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
女
性
部
は
廃
止
に
納

得
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
質
し
ま

し
た
。
全
国
的
に
消
防
団
員
の
減

少
で
、
各
自
治
体
は
女
性
団
員
確

保
を
目
指
し
て
お
り
、
県
も
女
性

消
防
団
員
を
２
千
人
と
す
る
目
標

を
立
て
て
い
ま
す
。
当
局
は
、
県

の
目
標
か
ら
す
る
と
１
５
０
人
の

女
性
団
員
が
必
要
。
女
性
の
力
を

借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
分

団
で
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。
女
性
団
員
と
は
、
こ

れ
か
ら
も
話
し
合
い
を
続
け
る
。

と
答
弁
し
ま
し
た
。

静
岡
市
は
「
子
ど
も
を
大
切
に

し
ま
す
」
を
合
言
葉
に
保
育
園
の

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
０
〜
２
歳
児
の
待
機

児
童
は
解
消
せ
ず
、
深
刻
で
す
。

市
は
Ｈ
27
年
か
ら
３
年
間
で
３
０

８
０
人
分
定
員
を
増
や
す
計
画
で

す
。
そ
の
う
ち
幼
稚
園
の
認
定
子

ど
も
園
移
行
24
か
所
、
２
０
０
０

人
分
等
は
計
画
が
先
行
し
、
実
態

は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
働
く
子
育

て
世
帯
応
援
の
た
め
に
は
、
認
可

保
育
所
を
増
設
し
、
公
の
保
育
の

実
施
義
務
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

清
水
駅
か
ら
３
０
０
ｍ
の
場
所
へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発

電
所
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、周
辺
住
民
か
ら
疑
問

や
不
安
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。質
問
は
①
清
水
区
の

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
と
巨
大
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発

電
所
計
画
は
矛
盾
し
、マ
イ
ナ
ス
影
響
を
受
け
る
の
で

は
な
い
か
。②
環
境
影
響
評
価
法
が
変
わ
り
、場
所
・

規
模
な
ど
に
対
し
住
民
の
意
見
を
事
前
に
聞
く「
配

慮
書
」の
手
続
き
が
加
わ
っ
た
が
、対
応
が
不
十
分
で

は
な
い
か
、と
い
う
も
の
。

答
弁
は
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
マ
イ
ナ
ス

影
響
な
い
」「
配
慮
書
手
続
き
は
適
切
に
行
わ
れ
た
と

考
え
て
い
る
」と
住
民
の
不
安
に
応
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
計
画
に
対
す
る

住
民
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る

鈴木せつ子議員

西谷博子議員

■ 

『
財
源
は
充
分
あ
る
』
国
保
料
引
き
下
げ
の
決
意
を
！

一問一答 議会質問の『一問一答』方式の
あり方について党市議団が提案

６月議会終了後、議会運営委員会は、「一問一答方式」について長野市、新潟市、金沢
市の視察を行いました。3市共通していたのは、「1回目の質問の後は、質問テーマを外れ
なければ、持ち時間内で自由に質問し、答弁もされる」ということでした。
静岡市の場合は、「通告書にはすべての質問項目を具体的に記載しておくこと」になっ

ており、「すべての質問項目に対し、内容について当局と書面で確認する」となっていま
す。このため、例えば１から１０までの質問を通告し、あらかじめ答弁も確認することにな
り、言わば「出来レース」になりかねない状態です。
議会改革をテーマに導入された「一問一答方式」です。共産党市議団は議会運営委員

会に対し、もっと自由に質問できるよう改善提案を行いました。

委
員
会
報
告

厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

理
解
で
き
な
い
消
費
税
増
税
分

の
使
用
料
等
へ
の
上
乗
せ

職
員
の
健
康
は
仕
事
と
不
可
分

市
民
環
境
教
育
委
員
会
一
口
メ
モ

企
業
消
防
委
員
会

■ 

学
童
保
育
支
援
員
の
待
遇
改
善
を

国
保
料
引
き
下
げ
が
今
年
度
よ
う
や

く
実
現
し
ま
し
た
。
引
き
下
げ
額
は
１

人
６
千
円
、
１
世
帯
１
万
２
千
６
百
円

（
年
）
と
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
会
計
は
黒
字
が
続
き
、
国
保
基

金
へ
の
積
み
立
て
も
増
え
続
け
、
現
在

61
億
も
の
額
は
政
令
市
中
飛
び
ぬ
け
て

１
番
高
額
で
す
。
ま
た
国
保
料
は
引
き

下
げ
ら
れ
て
も
政
令
市
中
５
番
目
に
高

く
、
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
の
反
省
か
ら
、
教
育
委

員
会
の
政
治
的
中
立
性
と
独
立
性
は
戦
後
教
育
の

基
本
的
原
則
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
観
点
か
ら
市

長
側
と
教
育
委
員
会
に
対
し
姿
勢
を
質
し
ま
し

た
。
市
当
局
か
ら
は
、
教
育
の
独
立
性
は
充
分
尊

重
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
教

委
か
ら
、
総
合
教
育
会
議
は
、
教
育
の
中
立
性
、

安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
行
政
の
立
場
か
ら
教
育

に
か
か
る
様
々
な
意
見
を
提
起
し
、
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
の
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
今
後
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
中
学
校
入
学
後
に
不
登
校
が
増
え
る

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
科
学
的
根
拠
は
乏
し
い
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
小
学
校
高
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
性
育
成
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

数
が
減
少
し
、
学
校
の
統
廃
合
を
進
め
る
た
め
の

口
実
に
な
っ
て
い
な
い
か
質
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
市
長
と
教
育
委
員
会
に

よ
る
総
合
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。こ
こ
で
市
の
教
育
、学
術
、文
化
の
振

興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
で
あ
る「
教

育
大
綱
」が
議
論
さ
れ
ま
す
。決
定
す
る

の
は
市
長
の
権
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。本

市
の
場
合
は
、す
で
に
決
定
し
て
い
る

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
教
育
大
綱

に
置
き
換
え
る
と
の
こ
と
で
す
。

請願
否決

静岡・清水両民主商工会が提出した「消費税10％への
中止を求める」請願は、10月20日の最終本会議で議題に
あがりました。
日本共産党市議団は、賛成討論で消費税導入時、税率

を引き上げる時いずれも福祉の為、財政再建の為と言い
ながら福祉は後退し、大企業の法人税減税の為使われて
きたこと、消費税に頼らない福祉充実と財政再建の道を
明らかにしました。採決の結果賛成少数で否決され
ました。

消費税10％増税の
中止を求める
請願否決される

都市名順位 Ｈ27年度
一人あたり国保料（円）

1

2

3

4

5

浜松市

大阪市

川崎市

横浜市

静岡市

106,476

106,061

102,396

101,611

100,860

「ＬＮＧ火発、国保・教育、総合戦略などで5氏が質問」日本共産党市議団「ＬＮＧ火発、国保・教育、総合戦略などで5氏が質問」日本共産党市議団
■ 

今
後
も
市
教
委
の
政
治
的
中
立
性
・
独
立
性
は
尊
重

静
岡
市
が
人
口
流
出
対
策
の
柱
を
か

か
げ
る
市
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
な

か
、
流
出
の
焦
点
で
あ
る
高
校
生
や
若

い
女
性
は
じ
め
幅
広
い
年
代
の
市
民
各

層
か
ら
意
見
要
望
を
聞
き
取
り
、
戦
略

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
政
府
の
方
針
の
も
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
打
っ
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
経
済
の
衰
退
、
人
口
減

少
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
抜
け
出
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
有
効
な
効
果
を
生
み

出
せ
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
、
地
域
内
で

雇
用
・
消
費
・
所
得
拡
大
な
ど
好
循
環

を
つ
く
り
だ
す
地
域
経
済
循
環
型
社
会

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
に

と
っ
て
重
要
な
戦
略
で
す
の
で
議
決
す

る
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

■ 

市
総
合
戦
略
策
定
に
高
校
生
・
女
性
は
じ
め

     

幅
広
い
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ

山本明久議員

生ごみを堆肥にする竹粉

■ 『
合
併
公
約
守
れ
』と
厳
し
く
指
摘


